
平成26年度事務事業に係る評価シート【試行（221事業評価）】

対　　象 意　　図 事業の貢献度 費用対効果
事業の縮小･
中止の影響度

コスト引下げ
の余地 総合評価

1 議会事務局費及び議会運営議員活動費 穴水町議会の運営に係る事業全体 町に携わる条例等の審議・議決を行う 本会議の開催、請願・陳情の受付等 Ａ Ａ 大 ○ Ａ 見直し
H27年4月より議員定数の削減を実施し、活動費等の見直しを
図る

2 監査委員事務局費 穴水町の財務及び事業全体 毎年度の財務及び事業の監査を行う 定例監査及び臨時監査の開催、監査委員の研修等 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

3 財政管理事務費 財務事務に関する経費 財務及び起債システムの管理 財務会計システム及び起債システムの管理･運営 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

4 基金管理費 財政調整基金及び減債基金等 基金の現金の管理・運用 基金の現金の活用 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

5 償還金元金 過去からの発行（借入）を行った地方債 地方債に係る償還元金の返済 過去からの発行（借入）を行った地方債の償還元金 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

6 償還金利子 過去からの発行（借入）を行った地方債 地方債に係る償還利子の返済 過去からの発行（借入）を行った地方債の償還利子 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

7 予備費 事業全体 緊急性のある事業に対する費用 緊急事業等に対応するための費用 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

8 選挙管理委員会事務局費 穴水町の選挙に係る業務全般
国、県及び町の選挙の事務並びに直接審査に関する事
務を行う

選挙管理委員会の開催、選挙における啓発活動等 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

9 税務負担金・補助金交付（税務総務費） 税関系6団体 管内の税に係る団体に対する負担金等
奥能登地方協議会、資産評価システム研修センター等の負担金･分
担金等

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

10 賦課徴収税委託等事業（委託料、賃貸借料） 穴水町の課税・収納関係事業 課税・収納関係等での電子計算業務の委託等を図る 課税・収納関係とうでの電子計算業務等の委託料、賃貸借料等 Ａ Ａ 大 ○ Ａ
見直し

（当面現状維持）
可能な業務については奥能登広域圏による共同電算事業に移
行することも検討する

11 納税貯蓄組合関係事業（報償費） 町税 納税貯蓄組合の活動により町税の確実な納付を図る 納税貯蓄組合に対する報償費 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

12
賦課徴収税事務事業（事務費＜需用費・役務費・償
還金・公課費＞）

賦課・収納に関する事務事業全体 税に関する事務事業の管理・運営 賦課・収納に関係する事務事業料 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

出納室 13 会計管理費 穴水町 穴水町に出納にかかる管理費 出納業務に係る事務 Ａ Ａ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

14 防災関係業務 町民
地域防災計画等に基づき、防災体制の構築及び減災の
推進を図る

自主防災組織の育成、災害対策機能の充実、地域防災計画の改正業
務等

Ａ Ｂ 大 × Ｂ 事業手法の見直し
地域の連絡体制を強化するとともに、ケーブルテレビやメー
ルなど2次的連絡方法の更なる推進をおこなうべきである。

15 防災関係業務費（自主防災組織の育成） 町民 自主防災組織の充実 自主防災組織の推進、防災リーダーの育成 Ａ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 防災組織の充実、女性防災リーダーの育成

16 交通安全対策推進事業 町民
交通事故のない住みよい地域づくりのために交通安全
の推進を図る

交通安全対策の推進、高齢者運転免許自主返納の支援等 Ｂ Ａ 中 × Ａ 現状維持 当面経過観察

17
防犯推進事業（防犯協会補助金及び沿岸防犯協議会
補助金等）

町民
住民の自主的な防犯活動の推進と防犯機関・団体との
連絡調整・支援

防犯思想の普及高揚、防犯委員と防犯関係機関との連絡調整 Ｂ Ｂ 中 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

18 空き家対策実態調査事業 穴水町 防犯対策及び空き家の利活用策等の検討 検討を図るための実態把握調査の実施 Ａ Ａ 中 × Ａ 現状維持
該当年度における調査は終了しているが、今後も状況によっ
て防犯対策等に寄与するため継続的な実施が必要

19 災害救助費 災害救助者 災害救助に要する必要経費 災害救助に要する費用 Ａ Ｂ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

20 環境衛生対策 町民 一般廃棄物の発生抑制、減量化及び適正処理 狂犬病予防接種の実施、環境美化コンクールの実施 Ａ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持
公衆衛生及び住民生活環境の保全の観点から河川等の水質調
査及び狂犬病の予防接種を継続的に実施する必要がある。

21 グリーンカーテン事業 町民 町民への取り組みを通じて環境意識の醸成 町民にゴーヤの苗を配布し、グリーンカーテンコンテストを実施 Ａ Ａ 中 × Ａ 現状維持 当面経過観察

22 花の咲きあふれるまちづくり事業 穴水町 景観の保全及び環境意識の醸成 地域住民との協働による町内での花の植栽事業の実施 Ａ Ｂ 小 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

23
環境衛生対策費（輪島市穴水町環境衛生施設組合負
担金等）

町民 公衆衛生の向上と生活環境の保全 一般廃棄物の抑制・リサイクルを推進、円滑な廃棄物処理の実施 Ａ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

24 し尿処理施設整備事業 町民 生活環境向上に向けた施設の整備 し尿処理施設の建設に向けた実施計画の策定 Ａ Ａ 大 ○ Ａ 現状維持 工事等について一般競争入札等を活用し、経費の削減を図る

25
清掃塵芥処理対策費（ごみの排出に対する費用負担
の公平化と適正処理費用）

町民
ごみの排出に対する費用負担の公平化と適正処理費用
の確保

ごみカレンダーの作成、ごみ集積場の整備、ごみ箱の購入等 Ａ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

26 清掃塵芥処理対策費 町民
一般廃棄物処理業務委託及び一般廃棄物の収集運搬の
経費

廃棄物処理業務及び収集運搬業務委託、地区のごみ集積所の整備等 Ｂ Ｂ 大 × Ａ
見直し

（当面現状維持）
ごみの分別方法の徹底を図り、処理費の軽減を図る

27 戸籍住民基本台帳一般事務費 町民 戸籍に関する事務 戸籍謄本等の発行、戸籍届けの受け付け等戸籍事務 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 住民サービスの向上を目指し、かつ、正確な業務を継続する

28 住民基本台帳一般事務 町民 住民基本台帳に関する事務 住民票及びその他行政証明の交付 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 住民サービスの向上を目指し、かつ、正確な業務を継続する

29
民生総務費（人権擁護委員協議会補助金等、穴水地
区保護司会補助金、人権啓発・同和対策事業費等）

町民 人権教育及び人権啓発の推進を行う
人権擁護穴水部会事業、保護司会事業、人権同和対策事業、社会を
明るくする運動等

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

30 民生総務費（出産祝金） 町民
子育てに伴う家計の負担軽減を図り、児童福祉の増進
及び児童の増加に努める。

第1子目より祝い金を支給し、子育て環境を整え子供の増加に繋げ
る。

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

31 民生総務費（新婚世帯家賃補助事業） 新婚世帯の町民 新婚世帯の負担軽減を図り、定住人口の拡大に努める 民間住宅に居住する新婚世帯への家賃補助 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 定住促進に向けた制度であり、当面経過観察

32 国民健康保険特別会計繰出金 国民健康保険被保険者 保険料軽減分を負担し国保財政の安定を図る 法定負担金の費用 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 法定負担金

33 福祉総務費（民生児童委員活動費等） 児童、高齢者、外一般住民 民生委員法による 民生委員法による活動（高齢者の見回り、生活困窮者等の相談） Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 法定負担金

34 福祉総務費（社会福祉協議会補助金） 児童、高齢者、外一般住民 社会福祉協議会への補助 住民の地域福祉活動の支援、街からの委託事業の実施 Ｂ Ａ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

35 福祉総務費（自殺防止緊急対策基金事業） 町民
国の大綱の基、自殺に追い込まれない社会の実現を目
指す

自殺予防パンフレットの配布、職員メンタルヘルス研修の開催等 Ｂ Ｂ 中 × Ｂ 事業の見直し 人材育成事業を重点
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36
遺家族援護費（戦没者慰霊式事業、石川県満蒙開拓
慰霊奉賛会負担金）

戦没者遺族 戦没者遺族に対する援護 戦没者追悼慰霊祭の挙行費用 Ａ Ｂ 中 ○ Ｂ
見直し

（当面現状維持）
参加者数が１００人を下回るようになれば規模の縮小等の見
直しを図る必要がある

37 身体障害者等福祉費（障害福祉サービス費）
障害等をもつ町民で且つ障害福祉サービ
スが必要なもの

自ら選択した住居に居住し、自立した日常生活等を営
めるように支援する

障害福祉サービス・療養介護医療・補装具給付決定及び支払い業務 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 法令の規定により継続

38 障害程度区分認定審査事務費 障害福祉サービスの利用を希望する町民
サービス申請時に障害程度区分の認定や支給の要否決
定を行う

障害福祉サービス利用申請者の判定にかかる審査会に係る業務 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 法令の規定により継続

39 身体障害者等福祉費（地域生活支援事業） 町内に居住する障害者
障害者が自立した日常生活を営むことができるように
相談に応じ支援する

相談支援事業、生活支援事業、日常生活用具給付事業、移動支援事
業等

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 法令の規定により継続

40 身体障害者等福祉費（特別児童扶養手当） 20歳未満の障害者を養育する者
国が手当を支給してその児童の福祉の増進を図ること
を目的とする。

認定請求、資格喪失届等を県へ進達 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 法令の規定により継続

41 障害者自立支援医療費給付事業（更生医療） 身体障害者手帳の交付を受けているもの
障害者手帳の交付をうけているものへの治療費に対す
る一部給付を行う

身体障害者手帳に記載された部位の診療に係る医療費の一部給付 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 法令の規定により継続

42 心身障害者医療費助成事業
身体障害者手帳または療育手帳の交付を
受け、所得制限以内のもの

医療費の助成を行い、健康保持と福祉の向上を図る
身体障害者手帳等の所持者のうち所得制限限度以内のものの医療費
助成

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 県の基準による継続を図りながら、更なる支援を検討

43 身体障害者等福祉費（障害福祉総務費）⑦ 身体障害者手帳の交付を受けているもの
心身障害者に対して医療費の助成、身体障害者福祉協
議会等への補助、

身体障害者の健康の保持増進及び福祉の増進を図る Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察（県の基準により）

44 国民年金事務費 国民年金被保険者、国民年金受給者 国民年金業務 国民年金被保険者、受給者に対する相談、各種申請の受け付け Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 法令の規定により継続

45 老人福祉費（長寿祝い事業） 90歳及び100歳に達す住民 長寿を祝う 自宅を訪問し長寿祝い品を贈呈する。 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

46
老人福祉費（老人クラブ連合会補助金）（県補助
分）

60歳以上の住民 老人クラブが行う高齢者の社会参加活動に対する支援 健康づくり事業、地域支えあい事業、社会奉仕活動 Ａ Ｂ 中 × Ａ 現状維持 当面経過観察

47 老人福祉費（敬老会事業） 80歳以上の町民
高齢者を敬愛し、長寿を祝うために、敬老会を実施す
る

穴水町在住80歳以上を対象とした敬老会の開催費用 Ｂ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

48 老人福祉費（自立支援型住宅リフォーム推進事業） 高齢者・障害者 居住住宅の改修費補助
住宅リフォームに要する経費補助（手すり、段差解消、洋式への改
修等

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 県の基準に基き実施

49 老人福祉費（老人保護措置費）（扶助費） 65歳以上の者
環境上の理由及び経済的理由により住居において養護
を受けることが困難な物を養護老人ホームへ入所させ
る。

老人ホームへの入所措置及び経費の支払い Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

50 老人福祉費（老人ホーム入所判定委員会委員報酬） 養護老人ホーム入所判定委員 委員の判定委員会集積に伴う報酬 養護老人ホーム入所判定を行う Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

51 老人福祉費（老人短期保護事業委託料） 高齢者
緊急を要する者及び一時的に保護を必要とする者につ
いて短期入所を行う。

介護者が不在の場合など短期的に養護老人ホームに入所させる。 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 老人福祉法に基づく事務事業

52 生涯現役センター運営事業 高齢者
高齢者の生きがいや教養の向上を図り健康で明るい生
活を営ませる。

パッチワーク教室、写経、ゲートボール大会など Ｂ Ｂ 小 ○ Ｂ 事業の見直し 公民館との事業統合を検討

53 臨時福祉給付金支給事業 低所得である町民
消費税引き上げに伴う生活が不安定な低所得者への措
置

低所得者への臨時的な給付金の支給事業 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 法令の規定に基づく実施

54 後期高齢者医療費（健康診査費用） 後期高齢者医療保険被保険者
自立した日常生活が営まれるよう生活機能低下を予防
する。

後期高齢者を対象に健康診査を実施 Ｂ Ｃ 中 × Ｂ 現状維持 受診率が低いため通知や広報を実施する。

55 後期高齢者医療費（療養給付費負担金） 後期高齢者医療広域連合 後期高齢者医療広域連合の財政負担 後期高齢者の医療費に係る経費の支弁（法定負担） Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 法律に定められている

56 後期高齢者医療費（広域連合納付金繰出） 後期高齢者医療広域連合 後期高齢者医療広域連合の運営に関する経費の支弁 後期高齢者医療広域連合の運営に関する経費を負担する Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 後期高齢者医療広域連合の規約による

57 子ども・子育て支援計画策定事業 穴水町
穴水町における子ども・子育て支援の計画的な支援の
実施を図る

支援に係る計画の策定 Ａ Ａ 中 × Ａ 事業終了 計画の着実な実施を図る

58 子ども医療費給付事業 18歳未満の町民 子育てしやすい環境の整備を図る 18歳未満の町民に係る医療に対する経費を負担する Ａ Ａ 大 × Ａ 事業の見直し 現物支給方式の活用等により、利用者の利便性の向上を図る

59 子育て世帯臨時特例給付事業 子育て世帯である町民 消費税引き上げに伴う子育て世帯への措置 子育て世帯への臨時的な給付金の支給事業 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 法令の規定に基づく実施

60 保育所運営費 町民（児童） 穴水町の児童が入所する保育所の安定運営を図る
運営費負担金の国等に対する申請、事業委託をしている町内民間保
育所への支援

Ａ Ａ 大 × Ａ 事業規模の見直し 法令の規定により継続を図りながら、更なる支援を検討

61 外出支援バス事業
75歳以上の虚弱高齢者及び障害者手帳の
交付をうけた町民

住み慣れた地域で生活ができるように外出に対する支
援を図る

75歳以上の虚弱高齢者等を対象とした医療機関への送迎事業 Ｂ Ｃ 大 ○ Ｂ
見直し

（当面現状維持）
バスの老朽化への対応、運賃の改定

62 寝具乾燥事業 要介護3以上の認定をうけた町民 利用者の衛生管理のためのサービスを提供する。 介護認定者への寝具類の洗濯等実施事業への委託料 Ｂ Ｂ 中 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
利用者の負担について検討する

63 軽度生活支援事業
介護認定において非該当であった独居高
齢者の町民

自立した生活の継続のための支援 独居高齢者世帯へのヘルパー派遣に対する委託料 Ｂ Ｂ 中 × Ａ 現状維持 国の方向性をふまえて委託料の妥当性を検討する

64 訪問理美容事業 要介護3以上の認定をうけた町民
理髪サービスの実施により衛生管理及び介護者にかか
る負担の軽減を図る

介護認定者への訪問散髪業務に対する委託料 Ｂ Ｂ 中 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
国の方向性をふまえて利用者負担の必要性を検討する

65 配食サービス事業
独居高齢者、高齢者夫婦世帯で調理の困
難なもの

在宅生活の継続のための食生活の改善を図る
独居高齢者等に対する安否確認を兼ねた配食サービスに対する委託
料

Ｂ Ｂ 中 ○ Ｂ 現状維持
町内全体の利用希望者が利用できるように、委託事業者の検
討をする

66 介護用品支給事業 要介護3以上の認定をうけた町民
介護家族に対する心身的、精神的、経済的負担の軽減
を図る

介護認定者への紙おむつ等購入補助に対する委託料 Ｂ Ｃ 中 × Ｂ 現状維持 在宅高齢者が増加傾向にあり、事業継続

67 緊急通報事業
独居高齢者で住居地近くに親族等が住ん
でいないもの

独居高齢者等の急病や災害等の緊急時に迅速かつ適切
な対応を図る

独居高齢者に対する緊急警報サービスシステム設置・管理等に対す
る委託料

Ａ Ｃ 中 × Ｂ 現状維持 独居高齢者の不安軽減のため事業の継続が必要

68 介護予防高齢者施策事業 高齢者 高齢者の実態把握、及び助言
要介護や、要支援に落ちいつ可能性の高い高齢者や一人ぐらしを対
象に実態調査を行う

Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 事業規模の見直し 委託件数の検討

69 訪問入浴サービス事業 要介護認定者 訪問入浴サービスにより介護者の負担の軽減を図る 介護認定者に対する訪問入浴事業に対する補償料 Ａ Ｃ 大 ○ Ｂ
見直し

（当面現状維持）
委託業者と委託内容について協議

70 保健総務費 町民 保健センター等の維持管理、保健事業の実施 Ｂ Ｂ 大 ○ Ａ 事業の見直し 施設の老朽化により適切な修繕措置

住民福祉課

健康推進課
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71 健康長寿のまちづくり推進事業 町民
健康づくりの施策の強化と「健康」をキーワードとし
た交流人口の拡大

健康長寿まちづくり推進大会の開催及び健康マイレージ等事業の実
施

Ａ Ａ 大 ○ Ａ 事業内容の見直し
町の重要施策の1本であり、事業の効果等を勘案しながら効果
的な取組みを推進する

72 食育推進事業 町民
生涯にわたって健全な心身を培うために食に関する知
識の取得をめざす

子ども料理教室、地産地消食材を活用した料理体験教室の実施等及
び食育推進協議会への補助金

Ｂ Ｂ 大 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
食育の取組や教室の内容の充実を図ることで広く食育を普及
啓発する。

73 栄養改善事業 町民
生活習慣病予防のために食生活改善の普及と知識の習
得を図る

食生活の改善を主とした地区での生活習慣病予防教室の実施、食改
地区講習会委託料

Ｂ Ｂ 大 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
パンフレットやチラシを活用し生活習慣病予防に向けた食の
知識の普及を図る

74 農業委員会事務局費 町民
優良な農用地の確保及び遊休農地の解消・有効利用に
より農業施策の確立を図る

農地パトロールの実施、農地の一筆調査、農業者年金の加入促進等 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

75
農業総務費（農業振興に関する各種負担金・補助金
等、地域畜産環境整備対策事業）

農業振興に関する各種団体
団体の事業活動に対する支援を行い、穴水町における
農業の安定を図る

奥能登農業推進協議会等への負担金、穴水町農業振興協議会等への
補助金

Ａ Ａ 大 ○ Ａ
見直し

（当面現状維持）
実施団体と活動内容を協議し補助金・負担金の統合を図る

76 中山間地域等直接支払事業 生産不利な地域の農業生産者
生産の不利が生じている中山間地域の農業生産者への
条件補正を図る

中山間地域における農業の生産条件の不利を補正する給付 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

77 新需給調整定着支援事業 農業者及び農業関係団体
米の需給調製を円滑に実施していくための取組に対す
る支援を図る

米の需給調整を円滑に実施するための支援事業 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

78 のとてまり産地競争力強化事業 町民
のとてまりを町の新たな特産品をして定着させるため
支援等を図る

パイプハウス、小型乾燥機等に対する補助等 Ａ Ａ 中 × Ａ 現状維持 当面経過観察

79 食と農で健康づくり事業 町民
町民農園の実施により農業経験のある高齢者の健康づ
くりの推進を図る

町民農園の運営 Ａ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

80
林業総務費（有害鳥獣対策事業、特用林産物導入支
援事業）

林業振興に関する各種団体
団体の事業活動に対する支援を行い、穴水町における
林業の安定を図る

石川県山林協会等への会費、穴水町鳥獣被害防止対策協議会への補
助等

Ａ Ａ 大 ○ Ａ
見直し

（当面現状維持）
実施団体と活動内容を協議し補助金・負担金の統合を図る

81 松くい虫防除事業 町内の公益的機能の高い松林
松くい虫による松枯れを防止し土砂崩壊防止及び自然
環境の保全形成に寄与する

航空防除、伐倒駆除等による森林保全事業 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

82
水産振興費（クロダイ、アユ等の水産資源確保や水
産関係協議会への活動補助）

水産振興に関する各種団体
団体の事業活動に対する支援を行い、穴水町における
水産業の安定を図る

全国市町村水産振興対策協議会への負担金、トリ貝試験養殖推進会
議への補助金等

Ａ Ａ 大 ○ Ａ 見直し
実施団体の活動内容を精査し補助金の縮減を図るとともに、
新たな担い手の育成を図る

83 商工振興総務費 町内商工業に携わる中小企業
社会状況の変化により影響をうけた企業等に対して支
援を行い活性化を図る

穴水町商工会事務補助金、地域づくり協議会助成金等 Ａ Ａ 大 ○ Ａ 見直し 実施団体の活動内容を精査し補助金の縮減を図る

84 宿泊施設改修支援事業 町民
北陸新幹線金沢開業等による誘客促進のための宿泊施
設等の改修を図る

宿泊施設等の改修に係る助成 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

85
消費者行政活性化事業（消費生活相談及び消費者保
護に要する経費）

町民 消費者被害の未然防止のための教育・啓発を図る 消費者啓発に関するチラシの配布、出前講座の開催等 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

86
地域資源活用支援事業（新たな産業の創造と実施に
チャレンジする団体・個人を支援）

町民及び町内で新たに産業を興すもの
新たな産業の創出や商品開発に対する支援により町の
活性化を図る

穴水町地域資源活用支援事業補助金等 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

87 広報広聴費（町広報紙の編集発行及び広報事業） 町民 開かれた行政の実現のために穴水町の情報を提供する 穴水町広報誌の編集・発行及び広報事業 Ａ Ａ 大 ○ Ａ 現状維持 当面経過観察

88 企画総務費（能登半島国定公園委託事務）
定期的な巡視活動により、公園内の違法行為の調査な
ど風景地の保護と適正な利用を図る。

町内の国定公園の巡視を定期的に行い公園内に違法行為がないか調
査・報告を行う。

Ｂ Ｂ 中 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

89 企画総務費（ＪＡＰＡＮＴＥＮＴ開催事業） 日本に留学する外国人大学生 他文化交流及び日本・地域文化の体験による国際交流
ショートホームステイを通じて日本の家庭・生活に触れながら、日
本や地域に伝わる和の文化や伝統を体験する。

Ａ Ｂ 中 × Ａ 現状維持 当面経過観察

90
企画総務費（奥能登ウェルカムプロジェクト推進事
業負担金）

町民及び観光客 地域間交流人口の拡大による賑わいの創出を図る
石川県、奥能登広域圏、のと鉄道、奥能登2市2町等が構成員となっ
ている事業への負担金

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 県主体の事業であり継続

91 企画総務費（ふるさと納税推進事業） ふるさと納税者 ふるさと応援寄付金納付者へのお礼 ふるさと納税者に記念品を送付する。 Ａ Ｂ 大 × Ａ 現状維持 町のＰＲ及び特産品の情報発信等も併せ事業の拡大を図る

92 企画総務費（ゴルフ練習場管理費） 町民及び町外からの利用者 利用者が快適に施設を利用できるよう努める。 指定管理者が運営する Ａ Ｂ 中 × Ａ 現状維持 当面経過観察

93 のと里山空港利用促進事業
町民及び交流事業対象者のうち町内宿泊
施設利用者

のと里山空港の利用を通じて、地域の発展に向けた賑
わいの創出を図る

のと里山空港を利用した町民に対する航空運賃の一部助成 Ｂ Ａ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

94 企画総務費(スマートドライブプロジェクト） 主に町民・観光客 誘客効果の拡大、再生エネルギーの普及促進 公衆無線LAN環境とEV/PHVの充電スポットを併せて整備する。 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
ふるさとメールの情報充実・Ａ２メールの再周知を図り、新
規ユーザー登録を促す

95 企画総務費（その他負担金） 各協議会等 事業に係る補助金及び負担金の支出 事業に係る補助金及び負担金の支出 Ａ Ｂ 中 × Ｂ 事業規模の見直し 企画内容・開催日の設定の見直し

96 企画総務費（その他経費） 事業に係る経費 事業に係る経費 Ａ Ｂ 中 × Ｂ 現状維持 企画内容・開催日の設定の見直し

97 まちづくり推進事業（首都圏大学等合宿誘致活動） 町外に在住する学生等
交流人口の拡大を図り、地域の活性化に資することを
目的とする。

町内に合宿を行う町外の団体に対し補助金を交付する Ａ Ｂ 中 × Ｂ 事業規模の見直し 更なる交流人口の拡大等を目的に規模の拡充を検討

98
まちづくり推進事業（移住定住促進奨励金交付事
業）

本町に永住の意思をもって移住する者 移住定住の促進
町内に定住を目的として新たに住宅を取得した者に対して奨励金を
交付する。

Ａ Ａ 中 × Ａ 現状維持 奨励金の交付により移住・定住意欲を喚起する。

99
まちづくり推進事業（里山里海体験ツアー実行委員
会補助金）

移住を希望する者 人口の減少を抑制するとともに定住を促進する。 一泊二日のツアーに参加者を募集し移住体験イベントを行う。 Ａ Ｂ 中 × Ａ 事業規模の見直し 企画内容・開催日の設定の見直し

100
まちづくり推進事業（移住定住事業［穴水ニュータ
ウン分譲］）

移住を希望しニュ-タウンに住宅を建築
しようとする者40歳以下

移住定住の促進
町内に移住を目的として新たな住宅の取得を希望する者一定条件を
満たすものに対して町誘致を無償分譲する。

Ａ Ａ 中 × Ａ 現状維持
住宅メーカーへの訪問等によりＰＲを行い、町内外の住宅取
得希望者に広く情報を提供する

101 穴水ニュータウン分譲仲介報奨金交付事業 町民 需要の掘り起こしによる分譲促進
町民等の情報提供を通じて、分譲希望者の掘り起しを図るため報奨
金を交付する

Ｂ Ｂ 小 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
利用実績がないものの、定住人口の拡大のための施策である
ことから当面経過観察とする。

102 Ｕターンファミリー同居リフォーム支援事業 Ｕターンの後、親世帯と同居するもの 定住促進及び地域力の向上
町外からＵターンをし、親世帯と同居したものが居宅をリフォーム
した場合の助成

Ａ Ａ 小 × Ａ 現状維持 定住促進に向けた制度であり、当面経過観察

103 若者定住通勤助成事業 町民 他市町への通勤に対する助成を実施し定住人口の増加 金沢市以南へのマイカー通勤者の交通費に対する助成 Ｂ Ｂ 小 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
利用実績がないものの、定住人口の拡大のための施策である
ことから当面経過観察とする。

104 まちづくり推進事業（田舎暮らし斡旋事業） 移住希望者
人口の減少を抑制するとともに定住を促進し、地域の
活性化を図る

穴水町への移住希望者に対する調整等 Ａ Ｂ 中 × Ｂ 事業の見直し 当面経過観察

105
まちづくり推進事業（穴水町文化・スポーツ交流事
業補助金）

穴水町文化スポーツ交流事業実行委員会
町民の文化意識の高揚、スポーツ振興及び町の交流人
口拡大を図る。

地域の賑わいを創出するために実施する事業に対して補助金を交付
する。

Ｂ Ａ 中 × Ｂ 現状維持 事業実施により賑わいを創出する。

産業振興課

健康推進課

政策調整課
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106 まちづくり推進事業(婚活サポート事業） 未婚の男女
未婚の男女の出会いの場を創出することにより、交流
人口の拡大と、若者の定住促進を図る。

婚活イベントを実施する団体に対して、その開催費用の一部を助成
する。

Ａ Ｂ 中 × Ａ 事業の見直し 企画内容・開催日の設定の見直し

107 まちづくり推進事業（その他経費） まちづくり推進事業に係る事務費用 まちづくり推進事業に係る事務費用 Ｂ Ｂ 大 × Ａ 現状維持 新規事業の適切な取組と、過疎対策ビジョンの推進を図る。

108
のと里山空港利活用促進事業（空港宣伝活動旅費、
広告塔用用地借上）

首都圏在住者
首都圏を対象に能登の魅力をＰＲし、地元の利用促進
を図る。

のと里山空港を中心とした各種イベントの開催により、賑わいの創
出、首都圏等からの誘客を図る。

Ｂ Ｂ 小 × Ａ 現状維持
搭乗率確保のため、各種交流イベントへ積極的に参加し、地
元及び首都圏の利用拡大を図る。

109
のと里山空港利活用促進事業（のと里山空港利用促
進穴水町協議会補助金）

のと里山空港利用促進同盟会負担金
のと里山空港利用促進穴水町協議会負担
金

同盟会及び協議会への活動補助金
同盟会及び協議会への活動補助を行うことにより、のと里山空港の
利活用の推進を図る。

Ｂ Ｂ 小 × Ａ 現状維持
ケーブルテレビ等を活用し、航空運賃助成制度の周知につい
て強化を図るとともに平日を中心とした旅行客の拡大を図
る。

110
のと里山空港利活用促進事業（のと里山空港利用促
進助成金）

地元及び首都圏を中心とした旅行客
航空運賃の助成を行うことにより、搭乗率拡大を図
る。

航空運賃の一部を助成する。 Ｂ Ｂ 小 × Ａ 現状維持
ケーブルテレビ等を活用し、航空運賃助成制度の周知につい
て強化を図るとともに平日を中心とした旅行客の拡大を図
る。

111 宿泊交流体験施設管理運営費（指定管理料） 観光客 自然や農業体験などを通じて交流人口の拡大を図る。
宿泊交流体験施設「四季の丘」及び「まいもん体験農園」の管理運
営に係る指定管理料

Ｂ Ｂ 中 ○ Ａ 事業規模の見直し 事業継続について再検討を図る。

112 子ども交流活動事業（エコロジーキャンプ事業） 町内外の小学生（４～６年生）
恵まれた自然環境を活かした自然体験を通じ児童によ
る交流人口の拡大を図る。

自然体験や農作業・加工などのプログラム事業の実施 Ｂ Ｂ 中 ○ Ａ 事業手法の見直し 事業の継続について再検討を図る。

113
公共交通機関費（地域公共交通会議委員報酬、バス
待合所用地借上、消耗品）

バス利用者 利用者の利便性の向上を図る。 地域公共交通の維持確保及び効率化を図る。 Ｂ Ａ 大 × Ａ 現状維持 バス利用者の利便性の向上、運行の安全性の確保を図る。

114
公共交通機関費（広域公共交通費）奥能登広域圏負
担金

奥能登広域圏事務組合 広域公共交通のあり方の検討を図る。 奥能登全域の公共交通のあり方を検討するための負担金。 Ｂ Ｂ 中 ○ Ｂ 事業内容の見直し
交通ニーズの把握や移動モードに応じた動向調査を実施し、
今後の広域交通体系の確保に向けた検討を行う。

115 公共交通機関費（のと鉄道利用促進協議会負担金） のと鉄道利用促進協議会 のと鉄道利用促進のための協議会運営支援を図る。 のと鉄道利用促進のための事業推進を図る。 Ａ Ａ 中 × Ａ 現状維持
県及び関係市町との連携により、引き続き協議会への支援を
行い、利用促進を図る。

116 公共交通機関費（のと鉄道利用促進対策費補助金） のと鉄道利用促進協議会 のと鉄道利用促進のための協議会運営支援を図る。
のと鉄道定期利用客に対する支援として、定期運賃と通常運賃との
差額を補填する。

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持
県及び関係市町との連携により、引き続き協議会への支援を
行い、利用促進を図る。

117
公共交通機関費（のと鉄道運営助成基金事務組合負
担金）

のと鉄道運営助成基金事務組合 のと鉄道の運営支援のための負担金。
のと鉄道の維持確保に向けた、経営安定支援のための負担金を交付
することにより交通の確保を図る。

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持
県及び関係市町との連携により、引き続き協議会への支援を
行い、利用促進を図る。

118 公共交通機関費（生活バス路線運行補助金） バス事業者 路線バス等の運行支援を図る。
バス事業者のバス運行に係る事業損益を補填するための補助金を交
付することにより、交通の確保を図る。

Ａ Ｃ 大 × Ａ 現状維持
住民の日常生活の交通手段として、路線バスの運行維持及び
確保を図る。

119
公共交通機関費（のと鉄道安全運行維持対策費補助
金）

のと鉄道（株） のと鉄道の安全運行の確保を図る。
のと鉄道の施設等の老朽化に伴う更新費用や運行に関する費用の一
部を補助する。

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持
住民の日常生活の交通手段として、のと鉄道の運行維持及び
確保を図る。

120 公共交通機関費（地域公共交通実態調査負担金） 金沢大学 地域公共交通の課題解消のための負担金。
地域公共交通について、大学等が持つ専門的な知識を活用した提案
や調査などの実施に係る費用を助成する。

Ｂ Ｃ 小 × Ｂ 事業規模の見直し
地域公共交通に対する課題の整理やあり方についての関連事
業の充実を図る。

121 公共交通機関費（地域公共交通協議会負担金） 地域公共交通協議会 協議会の運営に係る補助金。 協議会の運営に係る補助金。 Ｃ Ａ 小 × Ａ 現状維持 協議会において担うべき事案の発生に応じて対応する。

122 情報施策総務費 主に町民
高いセキュリティを確保し、有効な情報サービスの提
供を図る。

地域情報化推進のための諸期間の運営と、セキュリティ対策、イン
ターネット等を利用した情報取得・配信、その他企画調整を実施す
る。

Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持
ふるさとメールの配信情報の充実を図るとともに、町で開催
する各種イベント情報などの情報提供を実施する

123 情報通信基盤整備事業
情報機器及びシステムを使用する事務事
業

情報機器及びシステムの安定稼働維持のための保守管
理費用。

情報機器及びシステムの保守管理を一括で行うことにより、経費削
減と事務の効率化に努める。

Ｂ Ｂ 大 ○ Ｂ 現状維持
情報端末・ソフトの計画的な更新を行い、また、保守に係る
費用の削減に努める。

124 ケーブルテレビ整備事業 能越ケーブルネット（株）
運営補助金及びケーブルテレビハイビジョン化推進事
業補助金。

固定資産相当額を運営支援補助金として交付する。併せてハイビ
ジョン化に伴う事業費の1/2を補助する。

Ｂ Ｂ 大 ○ Ｂ 現状維持 加入促進のため、新たなオプション等を要望する。

125 ホームページリニューアル事業 穴水町 行政情報の発信力の強化を図る ホームページのリニューアルに対する委託料等 Ａ Ａ 大 × Ａ 事業終了 引続き行政情報発信の強化を図る

126
観光振興総務費（観光情報報告料、まいもんまつり
ポスター印刷費、首都圏出向宣伝費）

首都圏の潜在観光客
地域資源の魅力の発信により穴水町への観光客の掘り
起こしを図る

県外への出向宣伝等 Ｂ Ａ 中 × Ａ 事業規模の見直し
北陸新幹線や能越自動車道などの交通アクセスの向上を契機
に、三大都市圏への啓発活動を重視する。

127 観光振興総務費（穴水町観光物産協会補助金等） 町民
観光事業及び物産交流の実施により地域間交流人口の
拡大並びに産業経済の進展を図る。

穴水町観光物産協会補助金 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持
各事業の効果的なＰＲに努め集客力向上を図るとともに、事
業拡大のための事業収入の確保について検討する。

128
観光振興総務費（国民保養センター真名井指定管理
料）

国民保養センター真名井
国民保養センター真名井の管理運営に係る指定管理委
託料。

国民保養センター真名井、穴水湯ったり館、コンベンションホール
の指定管理料

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持
平成２３年度より指定管理しており、宿泊者・宿泊外利用者
ともに順調に伸びている。

129
観光地整備事業（中居湾ふれあいパーク・根木ポ
ケットパーク管理費、観光資源保護事業補助金）

観光に関する各種団体
団体の事業活動に対する支援を行い、穴水町における
観光資源の保護及び誘客を図る。

中居の里づくり実行委員会、鹿島駅さくら保存会等への補助金 Ａ Ａ 中 ○ Ｂ 事業規模の見直し
里山里海などの地域資源の魅力アップに取り組み、交流人口
の拡大を図る。

130 観光シャトルバス運行事業 観光客等
北陸新幹線金沢開業等による誘客促進のための二次交
通の充実を図る

シャトルバスの運行に係る委託料等 Ｂ Ｂ 中 ○ Ｂ 現状維持 当面経過観察

131 地域活力基盤創造事業（花文字、花道） 町民及び観光客
沿道環境の整備を実施することにより、通行者への憩
いと癒しの空間を提供する。

沿道の有休残地に「能登キリシマツツジ」や「花文字花壇」を植栽
し、環境整備を行う。

Ａ Ｂ 大 × Ａ 現状維持 既存の植栽場所の保全管理を引き続き実施する。

132
地域間交流推進事業（南アルプス市物産交流、神戸
まつり交流）

町民、南アルプス市及び神戸市
姉妹市町間での相互物産交流の実施及び神戸祭りへの
参加による交流人口の拡大を図る。

姉妹市町である南アルプス市との物産交流事業及び神戸祭りへの参
加

Ａ Ａ 中 × Ａ 事業手法の見直し
神戸市職員労働組合、神戸大学、神戸市高等学校との交流に
より神戸市内での穴水観光ＰＲを積極的に図る。

133
土地改良総務費（ダム（宮田、諸橋）及び農村公園
管理費）

地域住民 適正なダム管理により防災に努める
諸橋ダム、宮田ダムを適正に管理することで防災、減債や地域営農
の経費節減を図る

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

134 基盤整備促進事業 地域農家
老朽化した農業施設の再整備を行い担い手農家の定着
や農業経営の安定化を図る。

農地の再整備と農業施設整備 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

135 里山保全事業 地域農家
営農条件の不利な地域において、きめ細かな農業基盤
整備を行い営農継続による里山の資源の確保を図る

農業経営の負担軽減を図る施設整備に合わせて、多様な生物にやさ
しい農業施設を整備する。

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持
多様な生物、優れた景観、伝統文化など守るべき里山の農業
経営の確保を図って行く。

136 土地改良施設維持管理適正化事業 地域農家
老朽化した農業施設の再整備を行い担い手農家の定着
や農業経営の安定化を図る。

農業水利施設整備で事業割合の負担分を５年間分割で支払う Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

137 町単土地改良事業（原材料支給及び機械借上） 地域住民
地域の住民が協働で農業施設の補修を行うことで経費
の削減と集落形成の維持を図る

地区住民に対しての原材料の支給や機械借上げ費用を提供し、地域
住民が作業を実施する

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

138
町単土地改良事業（負担金補助及び交付金）
　　　　（土地改良施設整備助成事業補助金）

地域住民
地域の住民が協働で農業施設の補修を行うことで経費
の削減と集落形成の維持を図る

地区住民に対しての原材料の支給や機械借上げ費用を提供し、地域
住民が作業を実施する

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

139 林道管理事業 地域住民
適正な林道管理により人工林の育成を図りもって林道
の経営案手に寄与する。

適正な林道管理 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

140 漁港管理事業 地域住民
適正な漁港施設管理により漁業者の安全操業と経費削
減を図る

適正な漁港施設管理 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

基盤整備課

政策調整課
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141 土木総務費事業 各種団体の用務に参加し補助事業費の確保を図る 土木行政の円滑な推進 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

142 道路維持修繕事業 地域住民 適正な道路維持による安全な通行を確保する 町道の維持修繕 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

143 除雪対策事業 町民 適正な除雪対策により安全な通行を確保する。 冬期間の除雪体制の確保 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持
ボランティアによる歩道除雪の体制強化を図る。除雪トラッ
クの購入等により迅速な除雪体制を整備する。

144 道路愛護活動 町民
住民による道路の除草や側溝清掃による、集落形成の
維持と町費の軽減を図る。

住民による道路の除草や側溝清掃による安全な通行を確保する Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持
地域住民による道路清掃活動を通じ集落形成の維持や町費の
削減を図る。

145 県施行道路整備事業（負担金） 県施行道路整備の促進 県施行道路整備に係る負担金 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

146 道路改良事業 地域住民
老朽化が著しい主要な町道の橋梁補修を行い長寿命化
を図る。

町道にかかる橋梁について長寿命化計画を策定し、補修工事を行
う。

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 長寿命化計画に基づき、計画的に補修工事を行う。

147 河川砂防事業費 地域住民
普通河川における河川施設の修繕工事や河川災害を抑
制するための土砂排土を実施し良好な河川管理を行
う。

河川施設の修繕工事及び土砂排土工事の実施 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

148 県施行急傾斜地崩壊防止対策事業 県 県が施行する急傾斜地崩壊防止対策事業の負担金 県施行急傾斜地崩壊防止対策事業にかかる負担金 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

149
港湾管理費（宝山マリーナ及びあすなろ広場管理
費）

地域住民 県港湾施設の適正な維持管理 あすなろ広場・宝山マリーナの維持管理 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

150 県施行港湾事業（県施行港湾事業負担金） 県 県が施行する事業の負担金 県施行港湾事業に係る負担金 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

151 町営住宅管理事業 町営住宅入居者
低所得者の住宅供給により福祉の安定と定住促進を図
る

町営住宅９団地１６０戸の管理 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

152 町営住宅管理費（耐震改修工事負担金） 町民
耐震改修工事を促進し安心して暮らせるよう工事の一
部を助成

工事費の２分の１　（重点地区６０万円）まで助成 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 国、県等のパンフレットを利用し工事の促進をＰＲする。

153 街並み環境整備事業 地域住民
まちづくり協定区域内において、街路事業と併せて、
建築物の統一意匠による魅力的な町並み形成を図る。

まちづくり協定区域内において、街路事業と併せて、建築物の統一
意匠による魅力的な町並み形成を図る。

Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 平成３０年末まで継続

154 穴水消防署総務費（広域圏負担金） 消防職員 町民の安全・安心を確保する 警防・救急・救助活動・職員教育訓練・救急救命士研修等 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

155 穴水消防署総務費（穴水消防署維持管理経費） 町民
防災拠点となる消防施設を維持することで、緊急時に
は機能を有効に活用し、災害活動体制を整える。

消防施設の維持管理を民間業者に業務委託等 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持
消防業務に支障が出ないよう消防施設や設備の不具合発生の
抑制等

156 穴水消防署総務費（穴水消防署建設経費） 町民
津波浸水地域外に耐震構造の新たな防災拠点とる消防
施設の建設により、災害活動体制を整備する

新消防署の建設に係る工事費等 Ａ Ａ 大 ○ Ａ 現状維持 工事等について一般競争入札等を活用し、経費の削減を図る

157 消防団員活動費（報酬及び費用弁償等必要経費） 消防団
地域の消防防災活動において、地域の消防防災力を高
める

消防団員への報酬の支給及び水火災・警戒・訓練等の費用弁償の支
給

Ａ Ａ 小 × Ａ 現状維持
消防団員の確保を円滑に進める。消防団に対する理解を向上
させることに重点をおいた広報活動の展開

158 消防団員活動費（災害補償組合負担金及び補助金） 消防団・女性消防団
町民の生命・身体及び財産を火災から保護する消防団
活動及び女性消防隊活動の補助を行う。

石川県消防協会・石川県消防操法大会助成金外 Ａ Ａ 小 × Ａ 現状維持
消防団員の確保を円滑に進める。消防団に対する理解を向上
させることに重点をおいた広報活動の展開

159 消防団員活動費（消防団維持管理費） 消防団
災害や火災発生時に即応できる体制を平常時から整え
る。

消防団の円滑な運営・消防団委員の訓練など安全に活動できるよう
支援する。

Ａ Ａ 小 × Ａ 現状維持 県消防学校での教育訓練によりスキル向上を行う。

160
防災施設設置、保守管理事業（備品修繕費、建物修
繕費）

町民
災害出動や消防業務に可能な限り支障が出ないよう、
消防施設の維持修繕を行い安定した災害活動を維持す
る。

災害時において万全の体制で出動等が出来るように可搬式動力ポン
プ及び分団拠点施設の修繕を行う

Ａ Ａ 小 × Ａ 現状維持
自主防災組織の育成強化と併せて可搬式動力ポンプの更新を
計画する。

161 水防費（防災会議委員報酬費、防災訓練事業） 町民 防災意識を高める。水害による被害の軽減を図る
あらゆる災害に対する初動体制を確立し、応急対策を迅速に行える
よう総合防災訓練を実施する。

Ａ Ａ 小 × Ａ 現状維持
水防訓練を行うことにより水害に対する防災力を一層強化し
てゆく。防災訓練の実施により避難放置者が出ないようにす
る。

162 教育委員活動費 教育委員 教育委員に対する活動費
委員研修：学校公開、指導主事訪問、学校訪問、学校行事講演会参
加

Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持
具体的な施策の推進については、関係団体と調整を図りなが
ら推進

163 事務局事業 児童・生徒及び教職員 学校教育の充実 教職員関係費及び学校教育経費 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 特になし

164 事務局事業（防災キッズ関連） 小・中学生生徒
防災に関する知識を身につけ、災害時の被害軽減に繋
げる

避難方法や救助方法等の講義を消防署や他の団体と連携して実施 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 一部講義を受講していない学年に対して実施

165 ＪＥＴ外国人青年招致事業 小・中学校
ＡＬＴを始めとした外国人講師等を招く事で生きた英
語教育を推進すると同時に国際交流を図る

外国人青年招致の為の負担金をあっせん組織に対し支出し、またそ
れらに伴う傷害保険料を支払う。今後は負担の増額が見込まれる

Ａ Ａ 大 × Ｂ 現状維持
引き続き事業を実施し、英語教育支援員と共同で英語力向上
に努める

166 事務局事業（就学に関すること） 就学児童 児童・保護者への支援 就学相談、就学指導委員会開催、保護者面談、学校との調整 Ａ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持
就学前の事前準備として、保護者などに共通理解を促すため
年間を通し、講演会、就学相談などを開催

167 事務局事業（特別支援教育支援事業） 障害を持つ町内児童生徒 障害に応じた教育への支援 特別教育支援員の任用と配置 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
障害に応じた特別支援教育を行うと共に、障害のある児童生
徒が将来的に自立できるよう推進

168 事務局事業（子どもと親の相談員謝金） 児童や保護者への支援
不登校やいじめなどを未然に防ぐための早期発見・早
期対応

子どもと親の相談員の任用と配置 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

169 事務局事業（教職員健康診断委託） 穴水町立学校の教職員全員 教職員の疾病の早期発見・早期治療、健康増進 医療機関と各学校との連絡調整 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 見直し 委託先の見直し

170 育英事業（奨学資金貸付事業） 大学生・医師・看護師への支援 奨学資金・修学資金の貸し付け 公立穴水総合病院の医師・看護師の確保 Ａ Ａ 大 × Ａ 事業規模の見直し 薬剤師等、計画的に確保が必要な人員についても適用を図る

171 育英事業（穴水高校を支援する会助成金） 穴水高校
穴水高校の存続と発展を支援することによる入学者の
増

存続啓発・活性化推進・学習活動支援の３つの事業で支援 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 見直し 支援内容の見直し

172 学校給食事業（学校給食共同調理場運営事業） 町内児童生徒
学校や学校給食での食育の推進及び関係機関との連携
協力

学校給食共同調理場の運営及び維持管理 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 見直し
今後予想される少子化等による学校の統廃合に絡めて、調理
場の統合を図る

173
学校給食事業（学校給食調理業務及び配送委託事業
費）

町内児童生徒
学校や学校給食での食育の推進及び関係機関との連携
協力

学校給食共同調理場の運営及び配送に係る維持管理 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
業務委託先については将来的には検討する必要がある

174
学校給食事業（共同調理場運営・第二調理場工事
費）

町内児童生徒
学校や学校給食での食育の推進及び関係機関との連携
協力

学校給食共同調理場の運営及び維持管理 Ｂ Ａ 大 × Ｂ 見直し
今後予想される少子化等による学校の統廃合に絡めて、調理
場の統合を図る

175 ふるさと教育推進事業 児童生徒
家庭・地域・学校が連携して町の資源や魅力などにつ
いて学習する機会の提供

小・中学生の地域行事の参加等 Ａ Ａ 中 × Ａ 現状維持 当面経過観察

基盤整備課

教育委員会

消防
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176 グローバル人材育成事業 児童生徒 グローバル社会に適応できる児童生徒の育成 小・中学校への英語教育支援員の配置 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

177 情報教育推進事業 児童生徒 情報化社会に対応できる児童生徒の育成 小・中学校への専門的な知識を持つ情報教育支援員の配置 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

178 事務局事業（児童健康診断委託） 穴水町立小学校児童全員
疾病の予防・早期発見及び早期治療に役立てるととも
に、健康保持増進を図る

医療機関と学校との連絡調整 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

179 小学校管理費（小学校維持管理費） 穴水町立小学校児童全員 小学校施設維持管理 小学校施設維持管理等 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

180 小学校管理事業（学校プール運営管理費） 穴水町立小学校児童全員 学校プール運営管理 学校プール運営管理 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

181 小学校管理事業(小学校工事費) 穴水町立小学校児童全員 小学校工事 ＦＦ暖房機整備 Ｂ Ａ 大 × Ｂ 現状維持 優先順位による事業費の平準化

182
小学校教育内容充実事業（小学校教育内容充実事業
費）

穴水町立小学校児童全員 学校教育の充実 通学補助、就学援助費、教材備品購入 Ｂ Ｂ 中 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

183
小学校教育内容充実事業（小学校教育内容充実事業
費）

穴水町立小学校児童全員 学校におけるＩＴ教育（パソコンサポート）
学校における情報課教育の推進、教職員の指導技術の向上、学習活
動の効率化

Ａ Ｂ 中 ○ Ｂ 見直し
教職員のパソコン操作力向上に伴い、サポート体制の内容に
ついて見直し

184
小学校教育内容充実事業（小学校通学費補助事業
費）

穴水町立小学校児童全員 遠距離通学児童への通学費補助 遠距離通学児童への通学費補助 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 補助対象基準の検討

185 小学校教育内容充実事業（準要保護扶助費） 小学校保護者
経済的理由により就学が困難と認められる児童への保
護者に対する援助

準要保護補助（就学援助費、就学奨励費） Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 補助対象基準の検討

186 事務局事業（生徒健康診断委託） 穴水中学校生徒全員
生徒の疾病の予防・早期発見及び早期治療による健康
の保持・増進

医療機関と学校の連絡調整 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

187 中学校管理費（中学校維持管理費） 中学校生徒 中学校施設整備及び維持管理 中学校施設整備及び維持管理 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

188 中学校管理費（中学校工事費） 中学校生徒 中学校の改修工事
排煙オペレータ装置修繕・体育館水銀灯取替工事、パソコン教室エ
アコン取付工事・１階便所改修工事・正面玄関前改修、第２体育館
バスケットリング修繕工事等

Ｂ Ａ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

189
中学校教育内容充実事業（地域と共に｢わく・ワー
ク｣体験事業費）①

中学２年生
中学２年生が職場体験をすることによる学校生活にお
ける目的意識の向上

町内の各事業所、飲食店などでの職場体験 Ｂ Ａ 中 × Ｂ 現状維持 職場体験活動の効果の検証

190 中学校管理費（中学校内容充実事業） 中学校生徒 学校教育の充実
通学補助・就学援助費・立志の集い・職場体験・教材備品の拡充・
補助事業

Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 当面経過観察

191
中学校教育内容充実事業（立志の集い講師謝金、記
念品）

中学校生徒
自分の将来に夢と希望を抱き、志を立て目的意識を
持った生き方を考える機会の提供

立志式、講演等 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 活動の効果の検証

192 中学校管理費（中学校内容充実事業費） 中学校生徒 学校における情報教育の充実
学校における情報化教育の推進、教職員の指導技術の向上、学習活
動の効率化

Ａ Ｂ 中 ○ Ｂ 事業の見直し
教員のパソコン操作力向上に伴い、サポート体制の内容につ
いて見直し

193
中学校教育内容充実事業（全能登中学校新人卓球大
会補助金）

全能登中学校卓球部員
卓球競技の活性化、技術向上のための全能登中学校新
人体育大会出場への補助

全能登新人卓球大会の運営、会場設営、その他用品代補助 Ｂ Ｂ 小 × Ｂ 現状維持 今後も継続し、卓球競技のの技術向上に繋げる

194
中学校教育内容充実事業（中学校通学費補助事業
費）

中学校生徒 遠距離通学生徒への通学費補助 遠距離通学生徒への通学費補助 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 補助対象基準の検討

195 中学校教育内容充実事業（準要保護扶助費） 中学校保護者
経済的理由により就学が困難と認められる生徒への保
護者に対する援助

準要保護補助（就学援助費、就学奨励費） Ａ Ａ 大 × Ｂ 現状維持 補助対象基準の検討

196 社会教育総務事業 生涯学習・社会教育関係者 生涯学習・社会教育全般に係る事務費 生涯学習・社会教育に係る活動費・会議費及び負担金等 Ｂ Ｂ 中 × Ｂ 現状維持
適切な事業の実施・予算執行に努めるとともに生涯学習の推
進に努める

197
社会教育総務事業（旧真名井幼稚園・旧兜小施設管
理費）

旧真名井幼稚園、旧兜小学校 施設の適切な維持管理
光熱水費、建物修繕料・火災保険料・消防設備点検及び浄化槽保守
点検・用地借上料等の施設維持管理費

Ｂ Ｃ 中 × Ｂ 現状維持 経費の節減を図るとともに、施設の適切な維持管理に努める

198
社会教育総務事業（のとふれあい文化センター管理
委託料）

(財)穴水町文化・スポーツ振興事業団 のとふれあい文化センターの適切な運営と維持管理
のとふれあい文化センターの施設運営費・維持管理費・自主企画事
業

Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 経費の節減を図るとともに、施設の適切な維持管理に努める

199
社旗教育総務事業（穴水町・文化スポーツ振興事業
団運営助成金）

(財)穴水町文化・スポーツ振興事業団
(財)穴水町文化・スポーツ振興事業団の適切かつ円滑
な運営

(財)穴水町文化・スポーツ振興事業団の事務局費 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 経費の節減を図るとともに、施設の適切な維持管理に努める

200 さわやか交流館プルート事業 町民及びその他の利用者
教育と文化の向上及び児童の育成福祉向上、災害時に
は防災拠点施設とし機能

図書館・公民館等事業と施設の運営維持管理 Ｂ Ｃ 大 × Ｂ 事業の見直し 経費の節減を図るとともに、施設の適切な維持管理に努める

201 成人教育事業（穴水町連合婦人会活動補助金） 町内在住の女性
地域婦人団体の連携協議機関として男女平等への推
進、地域社会の福祉増進等を図る

穴水町連合婦人会への補助金 Ａ Ｂ 中 × Ａ 現状維持
女性による社会進出は国による重点的な施策の一つであり継
続して実施

202 地域ぐるみの学校支援推進事業 町内小学校の児童生徒、教職員、町民
地域住民の力で学校教育を支援し、教員が子どもと向
き合える時間を増やす

地域コーディネーターと協力し、子ども見守り隊や運動上の管理の
企画考案

Ｂ Ａ 小 × Ｂ 事業手法の見直し ボランティアの募集及び事業の周知方法の見直し

203 青少年活動推進事業（海っ子山っこ交流事業） 小学校児童生徒
姉妹市町である南アルプス市の児童生徒との交流を通
じ、視野の広い心豊かな児童生徒を育む

姉妹市町である南アルプス市との児童交流に要する諸費用 Ｂ Ｂ 中 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
児童生徒の見聞を広げるための重要な事業であり、事業規模
等の妥当性を検討し継続する必要がある

204 青少年活動推進事業（成人式事業）
20歳で町内在住のもの又は町内中学校を
卒業したもの

大人としての義務や責任・自覚を促し。次世代を担う
青少年の育成を図る

穴水町成人式の挙行にかかる諸経費 Ｂ Ｂ 中 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
対象者の減少、ニーズの変更に伴い事業内容の見直しが必要
である

205 家庭教育支援事業 町内児童生徒 社会全体で児童生徒等への家庭教育の充実
社会全体で児童生徒の育成を図るための保育園等での講演会開催費
用

Ｂ Ｂ 小 × Ｂ 現状維持
穴水町の未来を担う人材を社会全体で育てる重要な事業であ
り、今後も継続して取り組む

206 芸術文化推進事業（文化祭事業、芸能発表事業等） 文化協会加盟団体を始めとする全町民
文化祭や芸能発表会等で日頃の練習成果を披露しても
らい、文化の振興に繋げる

文化祭の開催（芸能発表会、華や書道の作品展示、菊、絵画、書道
等の展示）

Ｂ Ａ 中 × Ｂ 現状維持
少子高齢化により児童生徒の作品の減少や芸能発表会の出演
団体の減少が予想されるが、今後も継続して開催し文化の振
興を図る

207
公民館事業（穴水公民館・住吉公民館・兜公民館・
諸橋公民館）

町民
教育・学術及び文化事業の実施により住民の教養向
上・健康増進・生活文化の振興・社会福祉の増進

①４館合同の会議及び運営協力委員会、県公民館大会、②地域づく
り・健康づくり等　③学習活動、婦人講座、健康講座等の開催

Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 更なる事業の充実・効率を図る

208 図書館事業 町民及び図書館利用者
図書・記録その他必要な資料を収集し、整理保存し町
民の利用に供する

図書の貸し出し業務、各種講座の開催、文集の発行をし、学力や
個々の豊かな心の育成を行う

Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持 更なる事業の充実・効率を図る

209 社会体育振興事業 町民 スポーツを通した町民相互の交流、健康づくり
スポーツ推進委員の活動補助、ニュースポーツの普及、全国大会出
場者への補助

Ｂ Ａ 中 × Ｂ 現状維持
新体力テストやニュースポーツをとおして町民相互の交流・
健康づくりの推進

210 社会体育振興事業 中学生以上の町民 参加者相互の親睦、地域住民の健康増進 町駅伝競走大会の開催、婦人会、町内会等の地域団体への協力と連携 Ａ Ｂ 中 ○ Ｂ 事業手法の見直し 経費の削減及び事務作業の簡素化

教育委員会



平成26年度事務事業に係る評価シート【試行（221事業評価）】

対　　象 意　　図 事業の貢献度 費用対効果
事業の縮小･
中止の影響度

コスト引下げ
の余地 総合評価

評価結果
（担当課長評価）

主な改善施策・方向性等事業の主な内容課　　名 事　　業　　名

事業の目的 一次評価（担当者評価）

211 ふるさと駅伝登録料、負担金等 市町対抗ふるさと駅伝参加者 競技力の向上、ふるさとへの愛着を深める ふるさと駅伝参加、市町負担金等 Ｂ Ａ 中 × Ｂ 現状維持 新たな選手の発掘と育成

212 社会体育振興事業（穴水町体育協会補助金） 小学校児童生徒 スポーツ活動を通した青少年の健全育成を図る 穴水町スポーツ少年団への補助金 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
町のスポーツ振興、青少年の健全育成のために事業の継続は
必要であるが、活動等を精査する必要がある

213 穴水町スポーツ少年団事業 町内小中学生 スポーツを通した青少年の健全育成 県総合開会式への参加 Ｂ Ｂ 中 × Ｂ 現状維持
教育委員会と事業団、学校、指導者との連絡方法など検討必
要

214 社会体育振興事業（穴水町体育協会補助金） 協会員 町民の体力の向上、健康な地域社会の構築 奥能登体育大会及び石川県民体育大会の参加 Ａ Ｂ 小 ○ Ａ 事業内容の見直し
事業の充実や活動費、派遣費等の見直し、経費の削減及び指
導者の育成

215 Ｂ＆Ｇ海洋スポーツ推進事業費 青少年を中心とした一般町民 海洋スポーツを通じて青少年の健全育成や仲間づくり プールでの水泳や着衣泳、カヌーやＯＰヨット等の活動 Ａ Ｂ 中 × Ｂ 現状維持 カヌーやヨット、水泳指導が出来る指導員養成

216 体育施設管理事業（野球場改修事業） 町民を中心とした利用者
体育施設の適正な整備により、町民の体力の向上等を
図る

町営野球場の改修工事に向けた調査研究費 Ｂ Ｃ 小 ○ Ｂ 見直し 費用対効果や財政状況を勘案して事業の進捗を図る

217 体育施設管理事業（相撲場土俵修繕工事） 町民を中心とした利用者
体育施設の適正な整備により、町民の体力の向上等を
図る

町営相撲場土俵の修繕 Ａ Ａ 小 × Ａ 事業終了 計画的な整備を図る

218 体育施設管理事業（穴水町体育施設維持管理費） 町民 体育施設の適切な運営・維持管理 各種負担金や体育施設の運営及び維持管理 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持
経費の節減を図るとともに、施設の適切な運営・維持管理に
努める

219
体育施設管理事業（穴水町文化・スポーツ振興事業
団委託料）

Ｂ＆Ｇ海洋センター・体育施設・野球場 指定管理者による適切な運営・維持管理 自主事業及び施設の適切な運営・維持管理 Ｂ Ｂ 大 × Ｂ 現状維持
経費の節減を図るとともに、施設の適切な運営・維持管理に
努める

220 下水道接続啓発事業 町民
下水道接続による公衆衛生の向上並びに環境保全の理
解を深め、下水道未接続世帯を減少させる

ケーブルテレビ、広報等を活用した接続推進と下水道事業のＰＲ等 Ｂ Ｂ 中 × Ｂ
見直し

（当面現状維持）
当面経過観察

221 簡易水道統合整備事業 町民
老朽化した簡易水道施設を上水道施設を統合すること
により安定した給水を図る

上水道と統合 Ａ Ａ 大 × Ａ 現状維持 当面経過観察

評 価 項 目 事業の貢献度 Ａ：目的達成に大変寄与している　Ｂ：目的達成に概ね寄与している　Ｃ：寄与度は薄れている　Ｄ：寄与度がない又はマイナスに向かっている
費用対効果 Ａ：効率性が高い　Ｂ：効率性がやや高い　Ｃ：効率性がやや低い　Ｄ：効率性が低い
事業の縮小・中止の影響度 大：影響が大きい　中：影響がややある　小：影響がない
コスト引下げの余地 ○：コスト引下げの余地がある　×：コスト引下げの余地がない
総合評価 Ａ：適切（十分）に実施できた　Ｂ：概ね適切（十分）に実施できた　Ｃ：やや不適切（不十分）であった　Ｄ：不適切（不十分）であった
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